


































本書は 3 部から構成されている。第 1 部「問題と分析視角」は、2 つの章から構成され
ている。第 1 章は「東アジアの国際分業と日本企業」、第 2 章は「国際分業と企業成長の
論理」である。第 1 章では、東アジア諸国の産業政策と日本企業の進出の歴史、問題設定



























第 3 部「定性的研究」では、事例研究により、この仮説検証を裏付ける。第 5 章「国際
化戦略と立地優位性の追求」では、日米の HDD(ハードディスク)産業の ASEAN への展開





































































第 3 は、空洞化に対する評価の仕方である。1990 年代を通じて、二次下請を中心に廃
業が相次ぎ、また親企業でも事業転換にともなうリストラが多く発生している。やはり、
空洞化は起きているのである。これが今日の、大都市部と地方との間の「経済格差」の原
因であることは間違いない。廃業した二次下請で働いていた人々やリストラされた親企業
の社員が、その後どんな人生を歩んだかは本書の範疇ではない。しかし、彼らにとって「空
洞化」は重大な出来事(matter)であっただろう。しかし、著者は、「空洞化は問題ではない」
(doesn’t matter)という。しかし、グローバル競争によって、職場を失い、賃金低下を余
儀なくされる日本の単純労働者にとって、「空洞化」は重大事件なのである。この悲劇を避
けるためには、失業者やフリーターの職業教育・訓練が欠かせない。本書の 8 章で、著者
は「公的機関の関与」について、わずかに触れている。しかし、巨大化するアジアの産業
集積の中で生き残るためには、企業の枠を超えた「公的機関」による支援体制が欠かせな
い。その意味で、産業空洞化の克服は、国、地方、企業にとって重要課題である。
以上の問題点は、われわれが等しく負うべき研究上の課題であり、本書の価値を損なう
ものではない。本書によって、日本を含む東アジアの産業集積のダイナミズムの一端が明
らかにされた。さらに一層の研究の深化を期待したい。
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